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対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒586-8501（住所不要）
☎ 0721-53 -1111（代表）

くろまろ塾の認定講座や催しはこのマーク
今後の予定など詳しくは市ホームページをご覧ください。
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02 新型コロナウイルスの
感染拡大を防ごう

04
情報ピックアップ
たばこに関する新ルールがスタート、マイナポイン
ト予約を支援、子育て世代包括支援センターの
愛称を募集します、かわちながの子育てナビ「キ
ラキラねっと」リニューアル

06 特集　令和２年度予算

12
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健康12、高齢者12、暮らし14、17、税金
15、就労18、人権18、教育18、障がい者
19、保険年金19、子育て20、安全安心22、
催し・講座23、スポーツ25、募集27、その他お
知らせ29、相談30

14 市長コラム

15 消費生活ウォッチング

16 Photo News まちの話題をお届けします

19 支え合いの現場から

32 かわちながの 働ライフ� 

緊急事態措置コールセンター
☎06-4397-3299
午前9時から午後６時▷平日のみ

新型コロナ受診相談センター
❶☎06-7166-9911（土日祝を含め終日対応）
❷☎0721-23-2683
　（平日午前9時から午後5時45分▷夜間休日は自動音声）

市民向けコールセンター（保健センター内）
☎0721-55-0301　�0721-55-0394
午前9時から午後5時30分▷土日祝も対応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
ご
う

４
月
７
日
、
政
府
よ
り
５
月
６
日
ま
で
の「
緊
急
事
態
宣
言
」が
発
せ
ら
れ
、

大
阪
府
知
事
よ
り
期
間
中
の「
生
活
の
維
持
に
必
要
な
場
合
を
除
い
た
外
出
自
粛
」や

「
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自
粛
」
な
ど
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
14
日
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

市
内
で
も
同
感
染
症
の
陽
性
者
が
複
数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
落
ち
着
い
た
対
応
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
55
・
０
３
０
１
）
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外
出
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、医
療
機
関
へ

の
通
院
、
生
活
必
需
品
（
食
料
品
、
日
用

品
、
医
薬
品
な
ど
）
の
買
い
出
し
、
散
歩

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
健
康
維
持
、
通
勤

な
ど
の
生
活
の
維
持
に
必
要
な
場
合
を
除

き
、
原
則
と
し
て
居
宅
か
ら
外
出
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

市
立
施
設
は
休
館
・
学
校
園
も
登
校
園
停
止

　
４
月
８
日
～
５
月
６
日
ま
で
、
主
な
市
立
施
設
は
屋

外
施
設
も
含
め
て
休
館
し
、
小
中
学
校
と
幼
稚
園
は
登

校
園
を
停
止
し
て
い
ま
す
（
部
活
動
を
含
む
）。

家
庭
や
職
場
で
の
日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
こ
と

　
こ
ま
め
な
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
な
ど

の
感
染
症
対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

発
熱
な
ど
の
風
邪
症
状
が
出
た
ら

　
37
・５
度
前
後
の
発
熱
が
４
日
程
度（
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
な
ど
の
あ
る
人
は
２
日
程
度
）
続
い
た
り
、
強

い
だ
る
さ（
倦
怠
感
）や
息
苦
し
さ（
呼
吸
困
難
）が
あ

る
場
合
な
ど
は
２
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
新
型
コ
ロ
ナ
受
診

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

デ
マ
や
詐
欺
に
気
を
付
け
て

　
不
確
実
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
国
・
府
・
市
な
ど

か
ら
の
正
確
な
情
報
に
基
づ
き
冷
静
な
対
応
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
患

者
や
そ
の
家
族
な
ど
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
風
評
被

害
が
な
い
よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

3つの密を避けて行動を

1 換気の悪い密閉空間
2 多数が集まる密集場所
3 近距離での密接した会話

●モックル介護予防体操とは
　高齢者がいつまでも元気で暮らせ
るよう、筋肉をほぐし下半身を効率
よく筋力アップできる市オリジナル
の体操です。ぜひご自宅で活用を。
●自宅ポストに届けます
　希望者には動画を収録したDVDま
たはＣＤを無料でお届けします。動画
は市ホームページでも配信しています。
対象　おおむね65歳以上の市民
申込　電話で下記へ
�高齢福祉課

　新型コロナウイルス感染症対策として、産経新聞河内
長野販売所から除菌シートとハンドソープの120セッ
トが、カネ増製菓株式会社からアルコール消毒液18リッ
トル缶10本が、dip 株式会社から市立幼小中学校園へ
同社自作の布製マスク約6700枚が寄贈されました。子
どもたちの安全を確保できるよう市内の小中学校や幼稚
園などで活用していきます。産経新聞河内長野販売所の
安井正彦さん（写真❶右）は「少しでもお役に立てれば
うれしい」、カネ増製菓株式会社の中谷陽一さん（写真
❷中央）は「食品製造過程でも使用できるアルコール消
毒液ですので安心して使ってください」、dip 株式会社
の堤

つつみ

田
だ

浩一さん（写真❸右）は「生まれ育った河内長
野に恩返しができたら」と話していました。
　また、市の呼びかけに応じ無償で、同感染症予防に関
する啓発チラシを朝刊約３万1000部に折り込んでいた
だいた市内の各新聞販売店（朝日・産経・毎日・読売）
に感謝状を贈呈しました。

納税が困難な人は
猶予制度をご利用ください
　新型コロナウイルス感染症の影響
で納税が困難な人は、申請に基づき、
原則として１年以内に限り納税の猶
予を受けることができます。詳しく
は下記までお問い合わせください。
�税務課

ご寄贈、ご協力ありがとうございます

 

自粛中の体力維持に
モックル介護予防体操

❶

❷

❸
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
と
し
て
、

令
和
２
年
度
に
国
が
実
施
を
予
定
し
て
い
る

事
業
で
す
。
選
択
し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
（
〇

〇
ペ
イ
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
）
を
利
用
し
て
、

前
払
い
や
物
品
な
ど
の
購
入
を
し
た
人
に
対

し
て
、
買
い
物
に
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
（
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
）
が
国
か
ら
最
大
５
０
０
０
円

分
付
与
さ
れ
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る

た
め
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
、

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
」
が
必
要
で
す
。

　
市
役
所
１
階
総
務
課
（
別
室
）
で
「
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
」の
支
援
を
随
時
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
の
際
に
設

定
す
る
４
桁
の
暗
証
番
号
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

�
総
務
課（
別
室
）

たばこに関する
新ルールがスタート

望まない受動喫煙防止に努めましょう

マイナポイント予約を支援
消費の活性化やマイナンバーカード普及促進、

官民キャッシュレス決済基盤の構築を目的とした新事業

　
改
正
健
康
増
進
法
が
４
月
か
ら
全

面
施
行
さ
れ
、
飲
食
店
、
オ
フ
ィ
ス
、

工
場
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
る
施
設
は
、

原
則
屋
内
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。望
ま

な
い
受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
屋
内
で
の
喫
煙
は
、
専
用
の
喫
煙

室
の
中
だ
け
で
す
（
経
営
規
模
の
小

さ
い
既
存
飲
食
店
は
、
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
）。

◎
喫
煙
室
を
設
置
す
る
場
合
は
、標
識

の
掲
示
が
必
要
で
す
。

◎
20
歳
未
満
の
人
は
、
喫
煙
エ
リ
ア

に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
動
喫

煙
防
止
対
策
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
55・
０
３
０
１
）

たばこ相談（予約制）
　禁煙に向けての相談に応じます。
対象　たばこをやめたい市民
とき　５月25日㈪、６月22日㈪、７月
27日㈪、８月24日㈪▷いずれも午前
９時30分～11時30分
申込　電話で下記へ
�保健センター（☎55-0301）

�

���25％還元
（最大5,000ポイント）

マイナちゃん

5 広報かわちながの 2020年（令和２年）５月号

　
４
月
か
ら
、
か
わ
ち
な
が
の
子
育
て
ナ
ビ

「
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
」が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
中
の
家
族
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

や
、
あ
い
っ
く
の
紹
介
、
各
種
相
談
な
ど
役

立
つ
情
報
を
た
く
さ
ん
掲
載
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
で
は
こ
れ
ま
で
開
催
し

た
講
座
や
交
流
会
の
様
子
を
詳
し
く
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加
を
迷

っ
て
い
る
人
は
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
と

友
だ
ち
に
な
り
、
あ
い
っ
く
メ
ン
バ
ー
登
録

を
す
る
と
、
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
な
ど

が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
も
簡
単
に
申
し
込
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
あ
い
っ
く
（
☎
50
・
４
６
６
４
）

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の
不
安
や
悩
み
に

寄
り
添
い
、
切
れ
目
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
提
供

す
る
妊
娠
・
出
産
・
育
児
（
就
学
前
ま
で
）

の
相
談
機
関「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
、
み
な
さ
ん
に
よ
り
親
し
み
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

左
記
施
設
の
応
募
箱
で
愛
称
を
募
集
後
、み

な
さ
ん
の
投
票
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
（
広

報
紙
に
掲
載
予
定
）。

募
集
期
間
　
５
月
１
日
㈮
～
６
月
22
日
㈪

投
票
期
間
　
７
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

応
募
箱
設
置
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
、乳
幼

児
健
診
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
、
あ
い
っ
く
、

キ
ッ
ク
ス
、
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
（
投
票
の
受
付
は
施

設
の
開
設
時
間
に
準
じ
ま
す
）

※
愛
称
案
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、フ
ァ
ク
ス
や

は
が
き
で
も
受
付
可
▽
自
作
・
未
発
表
に
限

り
ま
す
▽
名
前
に
込
め
た
想
い
も
添
え
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
▽
著
作
権
な
ど
の
一
切
の
権
利

は
市
に
帰
属
し
、
愛
称
案
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

子育て世代包括支援センターの

愛称を募集します
来年4月移転の保健センター内にある妊娠・出産・育児の相談機関

かわちながの子育てナビ
「キラキラねっと」リニューアル

URLが変わり、内容も充実しました

妊婦さんやご家族が
安心して相談できる
体制をつくり、妊娠
期からの支援を充実
させるためです。

４/１から
母子健康手帳は
保健センター
でのみ交付
しています

保
健
セ
ンタ

ーか
ら再度お知らせ
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安
全
・
安
心
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
満
75
歳
以
上
の
運
転
免
許

証
自
主
返
納
を
推
進
す
る
た
め
、

免
許
返
納
し
た
人
に
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
で
使
用
で
き
る
支
援
券
を
交

付
し
、
交
通
安
全
と
公
共
交
通
の

利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
と
し
て
、
大
阪
南
医
療
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
に
新
保
健
セ
ン
タ

ー
を
建
設
し
、
休
日
急
病
診
療
所
、

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ

ン
タ
ー
の
３
施
設
を
移
転
さ
せ
、

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

た
保
健
・
医
療
機
能
の
集
約
に
よ

り
、
救
急
医
療
体
制
の
確
保
、
母

子
保
健
事
業
や
健
康
増
進
事
業
な

ど
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
府
が
実
施
し
て
い
る
健
康
サ

ポ
ー
ト
ア
プ
リ
「
ア
ス
マ
イ
ル
」

ビ
リ
テ
ィ 

ク
ル
ク
ル
」
の
実
証
運

行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
の

実
証
実
験
に
着
手
し
ま
す
。

　
子
育
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
市
内

保
育
所
の
建
て
替
え
に
あ
た
り
保

育
定
員
の
拡
充
を
推
進
し
、
待
機

児
童
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
を
中
心

と
し
て
、
子
育
て
世
帯
の
不
安
解

消
や
孤
立
防
止
、
児
童
虐
待
防
止

も
含
め
た
総
合
的
な
子
育
て
支
援

を
推
進
し
ま
す
。

　
教
育
に
つ
い
て
は
、英
語
村
構

想
事
業
と
し
て
、モ
バ
イ
ル
英
語

村
を
は
じ
め
と
し
た
英
語
教
育

の
充
実
や
、英
検
な
ど
外
部
試
験

の
受
験
補
助
を
実
施
す
る
な
ど
、

児
童
生
徒
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
に
一

台
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
を
見
据
え

た
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
を
進
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
習
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

教
育
環
境
の
向
上
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
学
校
全
員

給
食
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進

め
ま
す
。

に
対
し
、
本
市
独
自
に
ポ
イ
ン
ト

を
上
乗
せ
す
る
な
ど
利
用
促
進
に

努
め
健
康
増
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
定
住
・
転
入
促
進
の
取
り
組
み

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い

た
親
子
の
近
居
同
居
促
進
マ
イ
ホ

ー
ム
取
得
補
助
制
度
を
拡
充
し
、祖

父
母
や
兄
姉
妹
弟
と
近
居
同
居
す

る
子
育
て
世
帯
も
対
象
と
し
ま
す
。

　
国
際
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
に
「
国
際
化
・
多
文
化
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
国
際

化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
や

幅
広
い
国
際
交
流
の
促
進
、
多
文

化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ

事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
Ａ
Ｉ
予

約
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
デ
マ
ン
ド

型
電
動
乗
合
カ
ー
ト
「
南
花
台
モ

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

　本年度も、資源を活かして工夫を重ね、新
たな価値を創造するまち「スマートシティ」の
実現に向けて、引き続き魅力あるまちづくりを
推進します。
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令和２年度予算

  

日
本
遺
産
の
ま
ち
と
し
て
の
認

知
度
を
拡
大
す
る
た
め
、
観
光
魅

力
の
発
信
強
化
な
ど
を
行
い
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
も
含
め
た
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
新
た
な
日
本
遺
産
「
女
人
高

野
」
の
認
定
を
め
ざ
し
、
宇
陀
市
、

九
度
山
町
、
高
野
町
の
３
市
町
と

連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
観
光
振
興

と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
楠
木
正
成
・
正
行
親
子

の
生
き
様
を
描
い
た「
楠
公
さ
ん
」

大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
を
め
ざ
し
、約

60
の
自
治
体
か
ら
な
る
誘
致
協
議

会
だ
け
で
な
く
、
寺
社
や
民
間
企

業
・
団
体
な
ど
か
ら
成
る
楠
公
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
誘
致
に
向
け
た

署
名
活
動
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
意
欲
的

に
展
開
し
ま
す
。

　
他
に
も
、
河
内
長
野
シ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

大
会
と
し
、
ま
た
、
道
の
駅
「
奥

河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
」
に
関
し
て

は
、
重
点
道
の
駅
登
録
に
向
け
て

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
拠
点
整
備
を
行

う
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
と
交
流

人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
は
、

大
阪
河
内
長
野
線
や
堺
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
促
進
に
向
け
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
る
ほ
か
、

大
阪
南
部
高
速
道
路
の
事
業
化
に

向
け
て
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　
市
役
所
庁
内
に
お
け
る
窓
口
業

務
に
つ
い
て
、
利
用
頻
度
の
高
い

手
続
き
を
集
約
し
た
市
民
総
合
窓

口
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
努
め
、
市

民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
対
象

に
関
し
て
も
順
次
拡
大
し
ま
す
。
　

ま
た
、
期
間
限
定
で
市
役
所
施
設

の
一
部
を
一
般
開
放
し
、
市
民
の

み
な
さ
ん
が
親
し
み
の
持
て
る
環

境
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。

　
一
部
の
公
共
施
設
で
実
施
し
た

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
拡
充
に
取
り
組
み
、
未

利
用
の
市
有
財
産
に
関
し
て
も
、

売
却
や
貸
し
付
け
な
ど
に
よ
り
、財

源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
昨
年
度

に
お
い
て
寄
付
額
３
億
円
を
超
え

た
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、市

内
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら

謝
礼
品
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
取
り
組
み
、
本
市

の
魅
力
発
信
と
さ
ら
な
る
歳
入
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市民の安全を守る地域づくりプロジェクト
避難所施設の強化・充実事業

（マンホールトイレの整備）
2,274 万 7 千円 

大規模災害発生時の避難所では避難収容可能人数にあわせたトイレ設置
が必要なため、マンホールトイレの整備に向けた実施設計と計画的な整
備を行います。

自動体外式除細動器（AED）
コンビニ設置事業
313 万 7 千円 

公共施設に配置している AED に加え、営業時間の長い市内のコンビニエ
ンスストア 25 か所に AED を配置、深夜帯の使用も可能とすることで救
命率の向上を図ります。また、公共施設に配置している AED は、広告付
き AED を導入し費用の削減を図ります。

砂防及び急傾斜地
崩壊防止事業の充実
500 万円

土砂災害などの自然災害から市民の生命を保護するため、土砂災害特別
警戒区域内の住居について、移転に係る費用の助成に加え建物を補強し
た場合にも助成を行い事業の拡充を図ります。

ため池ハザードマップの整備
750 万円

大雨や大規模地震の発生などにより、ため池の被害が全国で発生してい
ることから、周辺住民の危機意識の向上を図るため、水防ため池のハザ
ードマップを作成します。

消防通信
指令システムの充実
73 万 7 千円 

緊急時における 119 番緊急通報体制の強化を図るため、聴覚、発語に障
がいのある人が外出先でも 119 番通報ができる緊急通報システムの導入
や、本市に住んでいる外国人および観光で訪れた外国人からの緊急通報
に対応する多言語三者間通訳サービスを導入します。

青色防犯パトロール車
ドライブレコーダー設置補助事業
9 万円

地域の見守り力の向上を図るため、路上でパトロールを行っている青色
防犯パトロール車にドライブレコーダーを設置する場合に補助します。

健康で暮らしやすい地域づくりプロジェクト
高齢者運転免許証
自主返納支援事業
639 万円 

交通事故の防止や公共交通への利用転換を支援するため、運転に不安を感じ
ている満 75 歳以上の市民がすべての運転免許証を自主返納した場合、バス・
タクシーで利用できる支援券を交付します。

保健・医療施設の
機能集約事業
7億1,531 万 1 千円

保健・医療分野のさらなる体制強化を図るため、二次救急を担う大阪南
医療センターの敷地内に、一次救急を担う休日急病診療所を移転し、連
携を強化するとともに、各種健診などを担う保健センターおよび乳幼児
健診センターも併せ同敷地内に機能集約します。

アスマイル推進事業
2,625 万円

健康的な生活習慣を身につけるなど、市民の健康増進を目指して、府が
実施する健康サポートアプリ「おおさか健活マイレージアスマイル」の
利用促進を図るとともに、特定健診を受診した国民健康保険被保険者に
ポイントを付与するなど、健（検）診の受診促進を図ります。

国際化・多文化共生ビジョンの推進
62 万 6 千円

交流人口の増加、定住人口の維持に向けて、国際化・多文化共生ビジョ
ンを推進し、国際化に対応できる人材の育成や幅広い国際交流の促進、
多文化共生のまちづくりを進めます。

ふれあい収集の実施
472 万円 

ごみ出しに困っている高齢者および障がい者などの世帯を対象として実
施しているふれあい収集について、「もえるごみ」「資源ごみ」に加えて「も
えないごみ・粗大ごみ」の収集を新たに実施します。

路上喫煙対策の推進
65 万 5 千円

河内長野駅、千代田駅、三日市町駅の周辺において、受動喫煙や路上で
の喫煙によるたばこのポイ捨てを防止し、健康増進と環境美化を進める
ため、路上喫煙を規制します。

南花台スマートエイジング・シティ
団地再生モデル事業の促進
4,560 万円

第５次総合計画で位置付ける「丘の生活拠点」の機能充実を図るため、
ＵＲ団地集約跡地の活用による地域活性化を進めるとともに、自動運転
移動サービスの実証実験に向けたハード整備や有償運送のためのシステ
ム導入を進めます。

近居同居促進マイホーム
取得補助事業
1,100 万円 

定住・転入促進の取り組みとして、人口バランスの改善および家族の相
互扶助を促進するため、市内に住んでいる祖父母または親、兄弟姉妹と
近居・同居する子育て世帯が、市内に住宅を取得する場合に補助します。
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令和２年度予算特集

効果的な行政サービスプロジェクト
総合窓口化と窓口業務等の
アウトソーシング
1 億 4,233 万 9 千円

「住民サービスの向上」と「行政コストの削減」を両立させるため、利
用頻度の高い手続きを集約した市民総合窓口のサービス拡充とアウトソ
ーシングの対象拡大を進めます。

出退勤時間管理の IT 化
（タイムカードの電子化）
154 万 5 千円 

時間外勤務の適正な実施と職員のワークライフバランスの推進により職
務能率を向上させるため、職員証を兼ねた IC カードを導入し、職員の
出退勤管理を行います。

窓口検索システムの導入
113 万 6 千円

各課が管理している地図データを、窓口検索システムに集約し、市民や
事業者などが自由に閲覧できる環境を整え、各課の窓口業務の効率化を
図ります。

人の流れを生む観光・産業振興プロジェクト
マラソン大会の開催
233 万 4 千円

地域の活性化と交流人口の増加をめざし、スポーツツーリズムの要素を
取り入れた大会として、河内長野シティマラソン大会を見直します。

オープンカンパニー事業
60 万円

市内事業者の魅力発信を図るため、市民が事業所などの見学や体験を通じて、
事業内容などを知ることができるオープンカンパニー事業を実施します。

日本遺産のまち推進事業
928 万 1 千円

日本遺産に認定されたストーリーを活用した観光振興を図るため、「河
内長野市日本遺産推進協議会」が文化庁の補助を受けて実施する事業に
ついて補助するとともに、日本遺産のまちとしての認知度拡大に向けた
ＰＲなどを実施します。

楠公さん大河ドラマ誘致事業
150 万円

「楠公さん」大河ドラマの実現をめざして、大河ドラマ誘致協議会と楠
公ツーリズム推進協議会が連携しながら誘致に向けた署名活動やＰＲを
実施します。

拠点の活性化とネットワークの充実プロジェクト
道の駅「奥河内くろまろの郷」
機能強化事業
300 万円

道の駅「奥河内くろまろの郷」の観光情報発信機能の強化などを実施し、
道の駅の魅力向上に取り組みます。

小山田地区地域活性化の促進
200 万円

都市計画道路大阪河内長野線の延伸や、堺市域へのアクセス道路の整備促
進とともに、産業立地を誘導する道路沿道の土地利用を図るため、沿道ま
ちづくりに向けた土地利用の検討および地元地権者の機運醸成を図ります。

上原・高向地区
地域活性化の促進
1,055 万円

大阪外環状線沿道の上原・高向地区にて土地区画整理事業の検討を行っ
ている土地区画整理準備組合に対して、雇用創出や交流人口増加等の地
域活性化を目的として、必要な調査やアドバイザーの派遣等の事業促進
支援を行います。

道路新設改良事業
（日野加賀田線整備事業）
9,216 万円

道路の拡幅を行うことにより、安全性やアクセス性の改善を図り、生活環境
を向上させるとともに、「奥河内くろまろの郷」への交通道路網を充実させ
地域の活性化を図ります。また、災害時の緊急交通路として整備を行います。

切れ目のない子育て支援プロジェクト

河内長野市英語村構想事業
715 万円

グローバル社会に生きる子どもたちに、英語で臆せず、自分の考えや意
見を表現し、伝え合うことのできる力を育成するため、小学校および子
育て支援施設など学校内外において、体験型英語学習の場である英語村
を定期的に開設し、幼児期から継続的に言語・異文化に触れることので
きる機会を提供します。

民間保育所整備事業
4 億 3,584 万 3 千円

共働き世帯が安心して子育てができる環境づくりを行うため、保育所の
建替えなどの際に保育定員の拡充を行い待機児童対策を推進します。
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会計名 令和２年度予算額（千円）前年度からの増減額（千円）増減率（％）
一 般 会 計 35,674,000 1,748,000 5.2
特 別 会 計 26,170,680 59,327 0.2

国民健康保険事業勘定 13,034,688 ▲ 115,567 ▲ 0.9
土 地 取 得 119,333 ▲ 353 ▲ 0.3
部 落 有 財 産 3,079 ▲ 4,910 ▲ 61.5
介 護 保 険 10,765,452 17,496 0.2
後期高齢者医療 2,248,128 162,661 7.8

公営企業会計 9,907,380 525,789 5.6
水道事業会計 3,682,564 374,907 11.3
下水道事業会計 6,224,816 150,882 2.5

合計 71,752,060 2,333,116 3.4

年度末市債残高の推移
平成30年度決算額 601 億 7,800 万円
令和元年度見込額 594 億 9,000 万円
令和２年度見込額 580 億 5,400 万円

年度末基金残高の推移
平成 30 年度決算額 107 億 1,500 万円
令和元年度見込額 108 億 6,200 万円
令和２年度見込額 106 億 1,100 万円

※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

一 般会計歳入一 般会計歳出（性質別）

市 債・基金残高 会 計別予算

一 般 会 計 356 億 7,400 万円
特 別 会 計 261 億 7,068 万円
公営企業会計　  　99 億 738 万円

総額
717 億 5,206 万円

※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。

市税（33.7％）
120億1,909万3千円

繰入金(1.8％)
6億5,736万9千円

寄附金(1.4%)
5億1,000万円

その他(2.9％)9億9,249万7千円

地方交付税
（17.1％）
60億8,500万円

国庫支出金（18.9％）
67億5,577万7千円

府支出金（8.6％）
30億8,207万4千円

その他（1.8％）
6億6,000万円

（41.6％）

（58.4％）

使用料及び手数料
(1.8％)6億3,939万円

市債（6.7％）
23億8,280万円

歳入

自主財源

依存財源

地方消費税交付金（5.3％）
18億9,000万円

投資的経費
（6.6％）

維持補修費（0.4％）1億5,440万6千円

貸付金（0.3％）8,729万6千円　　

普通建設事業費（6.5％）　
23億1,108万6千円

災害復旧事業費（0.1％）
1,900万円

物件費（13.9％）
49億6,302万7千円

補助費等（8.7％）
31億724万8千円

繰出金（13.0％）
46億4,856万6千円

人件費（17.3％）
61億5,257万円
　

扶助費（29.3％）
104億6,751万円

公債費（8.6％）30億6,045万8千円

予備費（0.1%）5,000万円

積立金（1.8％）
6億5,283万3千円

（55.2％）

その他
経費

（38.2％）

義務的
   経費

歳出
（性質別）

※予算の詳細は、情報コーナー (市役所1 階 )や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。
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令和２年度予算特集

市民１人当たりの予算 市民１人当たりの借金 市民１人当たりの貯金 １世帯当たりの予算 令和元年12月末現在
人口　：104,562人
世帯数：47,469世帯341,200 円 289,700 円 74,800 円 751,500 円

●
一
般
会
計
と
そ
の
他
の
会
計

　一
般
会
計
と
は
、
市
の
予
算
の

中
心
と
な
る
会
計
で
、
行
政
運
営

の
た
め
の
基
本
的
な
経
費
が
含
ま

れ
ま
す
。
一
方
、そ
の
他
の
会
計
は
、

特
定
の
事
業
の
歳
入
歳
出
を
一
般

会
計
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た
め

の
会
計
で
、
特
別
会
計
や
公
営
企

業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

●
市
債

　建
設
事
業
な
ど
の
資
金
と
し
て
、

国
や
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
も
の
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
減
収
に
よ
る

財
源
不
足
を
補
う
た
め
な
ど
に
も
発

行
さ
れ
ま
す
。

●
基
金

　特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維

持
し
た
り
、
資
金
を
積
み
立
て
た
り

す
る
た
め
に
設
け
る
も
の
で
す
。

●
地
方
交
付
税

　全
国
の
市
町
村
が
同
じ
水
準
の
行

政
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
財
政
運
営

の
均
衡
を
と
る
た
め
に
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
で
す
。

●
国
庫
（
府
）
支
出
金

　国
や
府
が
、
市
な
ど
に
対
し
て

支
出
す
る
使
途
を
特
定
し
た
お
金

で
、
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

●
繰
入
金
と
繰
出
金

　一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金

の
間
で
相
互
に
支
出
さ
れ
る
経
費

で
、
他
の
会
計
か
ら
そ
の
会
計
に

資
金
が
移
さ
れ
る
場
合
が「
繰
入
」、

他
の
会
計
に
資
金
を
移
す
場
合
を

「
繰
出
」
と
い
い
ま
す
。

市 民１人（１世帯）当たりの令和２年度一般会計予算

一 般会計歳出（目的別） 市 民１人当たりの予算の使用用途

財
政
用
語
の
解
説

●民生費　162,800 円
高齢者、児童の
福祉のために

●総務費    39,600円
情報化や
自治の推進の
ために

●衛生費　35,700 円
ごみの処理や
病気の予防
のために

●公債費　29,300 円
借金の返済の
ために

●教育費　26,000 円
学校や公民館、
図書館などに

●土木費　25,000 円
道路や河川、
公園の整備
のために

●消防費　12,100 円
消防活動や
防災の
ために

●その他　10,700 円
 農林業費などに

歳出
（目的別）

民生費（47.7％）
170億2,212万7千円
            

教育費（7.6％）
27億1,584万7千円

総務費（11.6％）　
41億3,855万8千円

公債費（8.6％）
30億6,046万8千円

衛生費（10.5％）
37億3,008万9千円

土木費（7.3％）
26億1,472万9千円

消防費（3.6％）
12億7,109万6千円

その他（2.0％）　
7億3,974万円

農林業費（1.1％）　
3億8,134万6千円

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の

実
現
に
向
け
て

　
令
和
２
年
度
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
を
あ

わ
せ
た
総
額
で
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
３
・
４
％
の
増
加
、一
般
会
計

の
み
で
は
、
５
・
２
％
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
面
で
は
、
税
制

改
正
に
伴
う
市
税
収
入
の
減
少
や

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
増

収
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。一
方
、

歳
出
面
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
に

と
も
な
う
社
会
保
障
関
係
経
費
の

増
加
や
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
と
も
な
う
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

給
付
費
の
増
加
な
ど
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
限
ら
れ
た
財

源
の
範
囲
内
で
新
た
な
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
現
場
視
点

に
よ
る
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
事

業
の
選
択
と
集
中
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
全
庁
視
点
に
よ
る
横
断

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
拡
充
、
基
金
の
債
券
運

用
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入

に
よ
る
新
た
な
財
源
確
保
な
ど
に

も
努
め
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取

組
み
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
財
政

構
造
を
構
築
し
、
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
ま
ち
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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お
口
の
健
康
教
室

対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

と
き
　
６
月
３
日
㈬
・
12
日
㈮
午

後
１
時
30
分
～
３
時
▽
２
回
シ
リ
ー

ズと
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
歯
科
医
師
の
話
・
唾
液
検

査
に
よ
る
歯
肉
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・

歯
み
が
き
実
習
な
ど
▽
３
日
は
希
望

者
を
対
象
に
歯
科
検
診
を
実
施

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
　
５
月
７
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
☎
55
・
０
３
０
１
）

歯
周
疾
患
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

●
受
診
券
の
送
付

　
次
の
対
象
者
に
受
診
券
を
お
送

り
し
ま
す
。令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
・
対
象
　
歯
周
疾
患
検
診
＝

今
年
度
中
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
市
民
、骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
＝
今
年
度
中
に
40
歳
・
45
歳
・

50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・
70
歳

に
な
る
女
性
市
民
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
＝
今
年
度
中
に
40
歳
・
45
歳
・

健
　
康

50
歳
・
55
歳
・
60
歳
に
な
る
市
民
で
、

過
去
に
未
受
診
の
人

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
☎
55
・
０
３
０
１
）

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男
性

（
令
和
元
年
度
未
接
種
の
人
）
に
４

月
中
に
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
送
り
し
ま
し

た
。
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ま
ず

は
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
☎
55
・
０
３
０
１
）

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
相
談

●
糖
尿
病
予
防
相
談
（
予
約
制
）

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
糖
尿

病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象
　
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
А
１

ｃ
値
が
高
め
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
・
９

％
未
満
）で
糖
尿
病
の
治
療
を
受
け

て
い
な
い
市
民

と
き
　
５
月
19
日
㈫
、
６
月
16
日

㈫
午
後
１
時
10
分
～
４
時
15
分

申
込
　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

●
理
学
療
法
士
相
談
（
予
約
制
）

　
理
学
療
法
士
が
運
動
や
ス
ト
レ

ッ
チ
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。

対
象
　
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
市

民
（
利
用
は
原
則
１
回
の
み
）

と
き
　
５
月
22
日
㈮
、
７
月
17
日

㈮
午
前
９
時
30
分
～
11
時
50
分

申
込
　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
☎
55
・
０
３
０
１
）

が
ん
診
療
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
延
期

　
本
紙
４
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

５
月
23
日
㈯
の「
が
ん
診
療
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
」
を
延
期
し
ま
す
。
日
程
が

決
ま
り
次
第
、大
阪
南
医
療
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

�
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
☎
53
・
５
７
６
１
）

高
齢
者

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

●
も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談
の
ほ
か
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
脳

の
認
知
機
能
測
定
も
行
い
ま
す
。

と
き
　
５
月
21
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
▽
相
談
は
１
人
45

分
程
度

と
こ
ろ
　
市
役
所

申
込
　
５
月
15
日
ま
で
に
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

●
介
護
の
知
恵
袋
ミ
ニ

　「
金
融
犯
罪
未
然
防
止
～
高
齢
者

を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
～
」
を
テ
ー
マ

に
お
話
し
ま
す
。

対
象
　
高
齢
者
の
家
族

と
き
　
５
月
28
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ
　
キ
ッ
ク
ス

申
込
　
５
月
21
日
ま
で
に
左
記
へ

�
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　（
☎
52
・
０
１
８
０
）

高
齢
者
の
運
動
教
室

●
太
極
拳
～
伸
ば
し
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
～

対
象
　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

と
き
　
６
月
1
日
㈪
午
後
１
時
～

２
時

と
こ
ろ
　
武
道
館

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
　
５
月
７
日
～
31
日
ま
で
に

電
話
で
左
記
へ

�
健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
山
田
さ

ん
（
☎
62
・
５
８
９
７
）

令
和
２
年
度
お
で
か
け
チ
ケ
ッ
ト

の
発
送
を
延
期

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
緊
急
事
態
措
置
に
よ
る
外
出
自

粛
要
請
を
受
け
、
４
月
上
旬
に
予

定
し
て
い
ま
し
た
高
齢
者
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
「
お
で
か

け
チ
ケ
ッ
ト
」
の
発
送
は
延
期
し

ま
す
。

�
都
市
計
画
課

　依存症は回復が十分可能な病気
です。ご本人やご家族だけで抱え込
まず、まずはご相談ください。
　府こころの健康総合センターでは
５月から第２・４土曜日も相談を実
施します。府ホームページではその
他の依存症相談窓口を掲載していま
すのでご覧ください。
�府こころの健康
総合センター
（☎06-6691-2818）
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高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業
　

　
近
年
、交
通
事
故
発
生
件
数
は

自
動
車
の
安
全
性
能
の
向
上
や
、

道
路
環
境
の
改
善
な
ど
を
背
景

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通

事
故
件
数
は
増
加
傾
向
で
、
75

歳
以
上
の
運
転
者
の
死
亡
事
故

件
数
は
、
75
歳
未
満
と
比
較
し

免
許
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
発

生
件
数
が
２
倍
以
上
で
あ
る
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　
運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
の
き
っ
か
け

を
提
供
し
、
交
通
事
故
を
減
ら

す
と
同
時
に
マ
イ
カ
ー
か
ら
公

共
交
通
へ
の
円
滑
な
移
行
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、令

和
２
年
度
か
ら
次
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
人

◎
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
に
、

全
て
の
運
転
免
許
証
を
有
効
期

限
内
に
自
主
返
納
し
た
人
、ま
た

は
自
ら
の
意
思
で
運
転
免
許
を

更
新
せ
ず
免
許
を
失
効
し
た
人

◎
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
た
人

◎
自
主
返
納
日
（
失
効
日
）
に
満

75
歳
以
上
に
達
し
て
い
る
人

◎
自
主
返
納
日
（
失
効
日
）
お
よ

び
支
援
の
申
請
日
に
お
い
て
市
民

で
あ
る
人

◎
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

支
援
内
容

　
次
の
支
援
券
の
中
か
ら
、
合
計

６
０
０
０
円
相
当
分
を
交
付
し
ま

す
（
１
人
１
回
限
り
）。

◎
南
海
バ
ス
専
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

「
な
っ
ち
」
購
入
・
チ
ャ
ー
ジ
券

（
３
０
０
０
円
相
当
分
▽
購
入
時

の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
５
０
０
円
を
含
む
）

◎
バ
ス
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
「
モ

ッ
ク
ル
カ
ー
ド
」・「
ワ
イ
ド
モ
ッ

ク
ル
カ
ー
ド
」
購
入
券
（
３
０
０

０
円
相
当
分
）

　運転免許証を自主返納または更
新を受けずに失効した人は、警察署・
運転免許試験場で運転経歴証明書
の交付を受けることができます。
　運転経歴証明書は公的な身分
証明書類として生涯使え、サポー
ト企業・店舗で掲示すると、様々
な特典を受けることができます
（大阪府高齢者運転免許自主返納
サポート制度）。
※交付手数料1100円が必要です。

◎
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
（
３
０
０

０
円
相
当
分
）

◎
タ
ク
シ
ー
・
楠
ケ
丘
地
域
乗

合
タ
ク
シ
ー
「
く
す
ま
る
」
乗

車
券
（
３
０
０
０
円
相
当
分
）

申
込
　
６
月
１
日
～
令
和
３
年

２
月
28
日
に
申
請
に
必
要
な
も

の
を
持
っ
て
都
市
計
画
課
へ

※
郵
送
可
▽
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　本事業の支援券を利用で
きるタクシー（介護・福祉
タクシーを含む）などの協
力事業者を募集します。
※申請条件など詳しくはお
問い合わせを。
申込　５月 15 日㈮までに
都市計画課へ

　自らの意思で運転免許を更新しな
いことを選択し免許を失効した場合
◎４月１日以降に運転免許が失効した
ことが確認できる①～④のいずれか
①更新のはがき（運転免許証更新連
絡書）
②認知機能検査通知書
③認知機能検査結果通知書
④失効した運転免許証のコピー

　警察署などで運転免許証を
自主返納した場合
◎申請による運転免許の取消
通知書
※警察署または運転免許試験
場で自主返納の手続きをされ
た際に発行されます。
※再発行はされませんのでなく
さないようにご注意ください。

※支援券の有効
期限は年度末ま
でです。

�都市計画課

Ａ Ｂ

相 

談

安
全
安
心

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

保
険
年
金

就
労

人
権

募 

集

教
育

子
育
て

暮
ら
し

税
金

そ
の
他

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

健
康

高
齢
者
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暮
ら
し

モ
ッ
ク
ル
バ
ス
上
限
２
０
０
円
運

賃
な
ど
の
試
行
を
継
続

　
令
和
２
年
度
も
上
限
２
０
０
円

運
賃
や
同
伴
者
割
引
な
ど
の
試
行

運
行
を
継
続
し
ま
す
。

内
容
　
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
（
美
加
の
台
駅
前
～
大
阪
南

医
療
セ
ン
タ
ー
玄
関
口
）
＝
上
限

２
０
０
円
運
賃
と
同
伴
者
割
引

（
日
曜
日
限
定
で
利
用
者
１
人
に

つ
き
同
伴
者
１
人
の
運
賃
が
無

料
）、
路
線
バ
ス
千
代
田
線
（
河
内

長
野
駅
前
～
木
戸
東
町
）
＝
上
限

２
０
０
円
運
賃

●
モ
ッ
ク
ル
カ
ー
ド
特
典

　
バ
ス
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
「
モ

ッ
ク
ル
カ
ー
ド
」
を
使
っ
た
そ
の

日
に
協
賛
店
舗
に
カ
ー
ド
を
提
示

す
る
と
、
商
品
や
施
設
利
用
料
の

割
引
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

カ
ー
ド
料
金
　
大
人
６
５
０
円
、

小
児
３
３
０
円

※
制
度
の
詳
細
や
協
賛
店
舗
な
ど

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
都
市
計
画
課

ご
み
出
し
が
困
難
な
人
へ

●
ふ
れ
あ
い
収
集
を
実
施

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
で

ご
み
出
し
が
困
難
な
場
合
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

玄
関
先
ま
で
直
接
ご
み
の
収
集
に

伺
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
要
介
護
２
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
な
ど

申
込
　
電
話
で
左
記
へ

�
環
境
衛
生
課

不
用
品
の
処
理
は
適
切
に

　
無
料
で
不
用
品
の
回
収
を
行
う

な
ど
派
手
に
宣
伝
し
て
い
る
業
者

の
多
く
が
違
法
業
者
の
可
能
性
が

あ
り
、
実
際
に
は
費
用
を
徴
収
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、引

き
渡
し
た
不
用
品
が
不
法
投
棄
さ

れ
た
場
合
は
、
排
出
者
に
も
責
任

が
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
古
紙
・
カ
ン
類
に
限
り
、
専
門

の
回
収
業
者
に
依
頼
で
き
ま
す
。

●
住
ま
な
く
な
っ
た
家
な
ど
の
片

づ
け
を
依
頼
す
る
と
き
は

　
廃
棄
物
の
運
搬
を
含
め
て
依
頼

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
排
出

者
自
身
が
廃
棄
物
を
清
掃
工
場
に

持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

◉もったいない市を開催
回収した食器を集めて「食器市」を開催し
ます。気に入った食器があれば、無料でお
持ち帰りいただけます。
とき　5月28日㈭午前10時～正午
ところ　市役所
�環境衛生課

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
ところ とき

資源選別作業所
（上原西町２-28）

月～金曜日
（祝休日を除く）
午後１時～３時

衛生処理場
（高向 2092）

月～金曜日
（祝休日を除く）
午前10時～正午

※もったいない市の会場でも回収を行いま
す▷陶磁器製・ガラス製食器以外は回収で
きません▷洗ってからの持ち込みにご協力
ください。

今
こ
そ
助
け
合
い
が
必
要
で
す

河
内
長
野
市
長
　
島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

　
地
元
企
業
や
市
民
の
方
か

ら
不
足
し
て
い
る
マ
ス
ク
や

除
菌
シ
ー
ト
、
消
毒
液
な
ど

を
無
償
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
新
聞
販
売
店
に

は
感
染
症
対
策
の
啓
発
チ
ラ

シ
を
無
償
配
布
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
を
代
表
し
て
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
物
資
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

い
た
だ
い
た
方
々
と
お
話
し

て
い
る
と
、「
こ
ん
な
と
き

こ
そ
助
け
合
い
を
」
と
い
う

熱
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
医
療
や
福

祉
を
支
え
る
方
々
へ
の
感
謝

と
と
も
に
、
感
染
症
で
は
な

く
助
け
合
い
の
心
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
府
の
緊
急
事
態
措

置
に
よ
り
市
民
の
み
な
さ
ん

に
は
外
出
自
粛
な
ど
を
要
請

し
て
い
ま
す
。
や
む
を
得
ず

外
出
す
る
際
は
、
感
染
防
止

策
を
講
じ
て
最
小
限
の
人
数

で
行
動
し
、
医
療
品
な
ど
の

買
い
だ
め
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
自
宅
で
過
ご
す

時
間
が
増
え
て
い
る
た
め
、

振
り
込
め
詐
欺
や
還
付
金
詐

欺
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
家
族
を
は
じ

め
大
切
な
方
の
命
を
守
る
た

め
に
、
よ
り
一
層
の
感
染
予

防
と
正
確
な
情
報
に
基
づ
く

冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。
今
こ
そ
、
市
民
一
丸
と

な
っ
て
未
曽
有
の
危
機
を
乗

り
越
え
ま
し
ょ
う
。
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外
出
自
粛
に
よ
り
自
宅
で

過
ご
す
時
間
が
増
え
て
い
る

た
め
、
不
安
に
付
け
込
む
不

審
な
勧
誘
や
特
殊
詐
欺
に
狙

わ
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が

【
事
例
１
】厚
生
労
働
省
コ
ロ

ナ
対
策
係
を
名
乗
り
、
預
金

は
〇
円
以
上
あ
り
ま
す
か
と

聞
く
電
話
が
あ
っ
た
。

【
事
例
２
】マ
ス
ク
を
無
料
送

付
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
ス
マ
ホ
に
届
い
た
。

【
事
例
３
】水
道
局
を
か
た
り

水
道
管
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
除
去
す
る
と
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。

【
事
例
４
】新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
検
査
が
無
料
で
受
け

ら
れ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
必
要
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
自
宅
に
取
り
に
行
く
と

電
話
が
あ
っ
た
。

【
事
例
５
】台
風
被
害
の
調
査

で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
い

る
の
で
、
屋
根
に
被
害
が
あ

れ
ば
火
災
保
険
で
直
せ
ま
す

と
の
電
話
が
あ
っ
た
。

●
ア
ド
バ
イ
ス

　
水
道
局
や
、行
政
機
関
か
ら

委
託
さ
れ
た
業
者
な
ど
が
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し

た
検
査
を
し
た
方
が
よ
い
」な
ど

と
個
人
に
連
絡
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
根
拠
の
な
い
話
や

不
審
な
電
話
は
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、心
当
た

り
の
な
い
怪
し
い
メ
ー
ル
が
届

い
て
も
、
反
応
し
な
い
よ
う
に
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
詐
欺
サ
イ
ト

に
誘
導
さ
れ
個
人
情
報
を
取

得
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
少
し
で
も
お
か
し
い
と
感

じ
た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 [コラム]  

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
２
日
㈯
～
６
日
㉁

�
市
民
窓
口
課税

　
金

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

●
納
付
は
６
月
１
日
ま
で
に

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、４

月
１
日
現
在
、
本
市
で
軽
自
動
車

を
所
有
す
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お

近
く
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い（
手
数
料
不
要
）。

ま
た
、
安
心
・
簡
単
・
確
実
な
口

座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
納
税
証
明
書
は
車
検
で
必
要

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

税
通
知
書
は
、
右
端
部
分
が
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
車

検
を
受
け
た
後
、
車
検
証
の
返
付

を
受
け
る
際
に
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
車
検
証
と
と
も
に
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
場

合
、
車
検
対
象
車
種
で
過
年
度
を

含
め
未
納
の
な
い
車
両
の
み
、
６

月
中
旬
に
振
替
（
納
付
）
確
認
の

は
が
き
を
送
付
予
定
で
す
。

�
税
務
課

所
得
証
明
書

●
発
行
は
６
月
１
日
か
ら

　
令
和
元
年
度
所
得
（
課
税
）
証

明
書
の
発
行
を
６
月
１
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。
郵
送
で
も
請
求
で
き

ま
す
の
で
、
必
要
書
類
な
ど
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
証
明
書
付

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
発
行
で
き
ま
す
。

※
収
入
が
な
く
市
・
府
民
税
が
未

申
告
の
場
合
な
ど
発
行
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
税
務
課

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

●
通
知
書
を
発
送

　
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
土
地

や
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人
に
、
5
月
上
旬
に
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知

書
を
発
送
し
ま
す
。

納
期
限
　
第
１
期
＝
６
月
１
日
㈪
、

第
２
期
＝
７
月
31
日
㈮
、
第
３
期

＝
９
月
30
日
㈬
、
第
４
期
＝
12

月
28
日
㈪

●
固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

質
問
　
平
成
28
年
９
月
に
住
宅

を
新
築
し
ま
し
た
。
今
回
届
い

た
納
税
通
知
書
を
見
る
と
、
税

額
が
急
に
高
く
な
っ
て
い
る
の

は
ど
う
し
て
で
す
か
。

回
答
　
新
築
住
宅
に
は
固
定
資

産
税
の
減
額
期
間
が
あ
り
、
新

た
に
課
税
さ
れ
る
年
度
か
ら
３

年
度
分
に
限
り
税
額
が
２
分
の

１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
ご
質
問

の
減
額
期
間
は
平
成
29
～
31
年

度
分
で
し
た
。
３
階
建
以
上
の

中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
５
年

度
分
と
な
り
ま
す
（
い
ず
れ
も

要
件
あ
り
）。
な
お
、
都
市
計
画

税
は
減
額
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

�
税
務
課

自
動
車
税
（
種
別
割
）

●
納
付
は
６
月
１
日
ま
で
に

　
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
ペ
イ
ジ
ー
も

可
）
で
納
期
限
ま
で
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

�
大
阪
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
０
２

０
１
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消費生活
相談員コラム

消費生活
ウオッチング
買い物や契約で困った時は
TEL 56-0700
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市とアメリカインディアナ州カーメル市が姉
妹都市を提携して今年で25周年を迎えまし
た。カーメルには河内長野市民と協働で建設

された「日本庭園」があり、市民の憩いの場となって
います。「本市にもぜひ姉妹都市を感じられるスペース
を」という声があがり、カーメル市の「アート＆デザイン」
地区のゲートを模した石板アートと腰掛が市国際交流
協会からモックル・フルル広場に寄贈されました。

モックル・フルル広場にモニュメント
カーメル市との姉妹都市提携 25 周年記念

4
8

市内の小中学校で入学式が行われました。今
年入学したのは小学生678人、中学生691
人です。取材に訪れた加賀田小学校では、校

長先生から新１年生へ向けて「友だちと勉強したり、遊
んだりと楽しいことがたくさんあります。輝く瞳を大切
に学校生活を楽しんでください」とメッセージを送りま
した。また、在校生からはビデオメッセージで「学校生
活でわからないことは聞いてね」と語りかけていました。

友だちたくさんできるかな
小学校入学式

4
6

晴天のなか、岩湧山頂の山焼きが行われま
した。消防団員が見守る中、地元住民がエ
リアごとにバーナーで火をつけると、瞬く間

に一面が真っ黒な焼け野原に。良質なカヤが育つには、
雑木や雑草を一気に駆逐する山焼きが欠かせないそう
で、消防団の溝端分団長は「滝畑のカヤは背丈が長く
まっすぐで文化財の屋根などに人気です。貴重なカヤ
場は我々が守ります」と話していました。

青空を焦がす紅蓮の炎
岩湧山頂で山焼き

4
5

KAWA
CHINAGANO CITY
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クビアカツヤカミキリ
　６月～８月はクビアカツヤカミキリ
の成虫が発生し、サクラやウメなどの
樹皮の割れ目に産卵します。孵化した
幼虫は樹木を食害し枯死させる恐れが
ありますので、成虫を見つけたら、そ
の場で処分してください。

オオキンケイギク
　オオキンケイギクはその強靭さゆえ
に在来植物の生息を脅かします。見つ
けたら抜き取り、枯死後に袋に詰めて
もえるごみに出してください。

セアカゴケグモ
　オスは４～５mmで全体に黒く、メスは体長約
1cmで背に赤色の縦筋模様があります。メスに
は毒があり、咬まれると重症化する場合がありま
す。花壇のブロックの穴や排水溝、墓石の花立て
のすき間などに生息し、気温の上昇にともない活
動が活発になります。排水溝などをこまめに掃除
し、巣を作らせないよう心がけましょう。見つけ
たら市販の家庭用殺虫剤などで駆除してください。

アライグマ
　市内ではアライグマが繁殖・増加し、農業被害も
多数発生しています。捕獲される頭数は年々増加し、
個体数が減少する兆しは見えていません。市では捕
獲檻の貸し出しや捕獲後の引き取りを行っています。
貸出期間　１か月
申込　環境政策課で捕獲者台帳登録を

飼育や栽培
運搬、譲渡もダメ！
　その地域にいなかった生物が野外に
放たれて定着した場合、生態系や農林
水産業に大きな影響を与えます。現在、
外来生物法により、148種類の特定外
来生物の飼育・栽培・保管・運搬、輸
入、販売・譲渡、野外に放つことなど
が禁止され、違反すると懲役または罰
金が科せられます。

外来種被害予防三原則

入れない

捨てない 拡
ひ ろ

げない

　生態系は、微妙なバランスのもとで成立し
ています。特定外来生物は、もともと日本にい
なかった外来生物のうち、生態系などに大きな
被害をおよぼすものを政府が指定したもの
です。豊かな自然環境の本市もこれらの生物
による被害は増えています。特定外来生物の
防除には市民のみなさんのご協力が必要です。

�環境政策課

NO!
特定外来生物
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